









































































































トの経典の必要性を痛感し，本山の東本願寺に幾度か上申して，1898（明治 31）年 9 月末に東本願
寺の許可を得て，西蔵探検に旅立つが，1901（明治34）年 4 月を最後に音信が途絶えてしまう。
　その後，円了は 1903（明治 36）年 9 月，能海の功績を認め，哲学館大学得業兼講師の称号を贈っ
ているが，弔辞のように，「君ハ明治三十六年十二月中西蔵ノ国境ニ於テ凶徒ノ毒手ニ触レテ死セ
リ。」と認めたのである。円了は漢詩で教え子の能海のことをつぎのように哀悼している。
　　君曾決死向西蔵　君曾
かつ
て死を決して西
せいぞう
蔵に向かふ
　　不報平安已幾霜　平安を報
しら
せざること已
すで
に幾霜
　　一夕悲風傳凶信　一夕の悲風　凶信を伝ふ
　　痛心難禁涙千行　痛心禁じ難く　涙千行す
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　　（君はかつて死を賭してチベットに向かったが，
　　それ以来，何年も無事の知らせを聞かなかった。
　　ある晩，風の便りが君の訃報を伝えてきた。
　　君を失った心の痛みは堪えようもなく，とめどなく涙があふれ出すのである。）
　ここで解説するまでもなく，円了の悲しみは深かったことがわかる。
　その後，戦前に能海の業績の顕彰は一度行われたが，やがて忘れられた存在になり，近代仏教史
の研究者で能海に触れる者もいなかった。その状況は戦後もなお変わらなかった。しかし，円了は
弔辞の中で「後世君ノ風ヲ聞クモノ，頑夫モ廉ニ懦夫モ志ヲ立ツルコトアルベシハ必然ナリ。君聊
カ以テ瞑スベシ。」と言っていた。この句は『孟子 萬章下篇』の「頑夫廉懦夫有立志（頑
がん
夫
ぷ
も廉に
懦
だ
夫
ふ
も志を立つる有り）」であり，現代語訳すれば，「後世，君の真理を追究しようとする学風を聞
いた者は，どんな欲深い者でも感化されて清廉潔白な人となり，どんな意気地なしでも皆発奮して
きっぱりと志を立てるようになるに違いない。」という意味であった。
　円了の予言のように，1965（昭和 40）年頃から，ジャーナリストの江本嘉伸氏らによって，探険
家としての業績が明らかになり，さらに能海の地元の旧金城町波佐における隅田正三氏，岡崎秀紀
氏らによって能海寛研究会が結成されて，能海の業績の顕彰が始まり，いまでは『能海寛著作集』
まで出版されるようになった。
　円了の哲学館は現在，東洋大学となって，130年を超える歴史を有する日本の主要な私立大学と
位置づけられ，2014（平成 26）年には文部科学省による「スーパーグローバル大学創成支援」事業
に採択された。仏教の世界的伝道者を目指した能海寛は，現代流にいえば，哲学館時代の「グロー
バル・イノベーター」であったから，将来の東洋大学においても顕彰されるものと考えられる。
（東洋大学ライフデザイン学部　教授）
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